
會學濟経學大國甫i都京

叢

.
論 三…蒋纏
硯 六 節 巻 夏 十 第
行 願 日 一 月 二 十 年 一 十 正 大

一
輪
調

皿叢

彌
鞭
驚

製
特
殊
累
　

.

一

マ

ル
ク

ス
氏
の
集

産
主

義

の
貴

行

難

な
論
掌

…
馨

勢

明
の
震

概
論

…
経
済
道

と
経

済
術

・

一

資

料

…
中
央
市
場
論
・
に
食
料
品
配
給
費
研
究

■

…

読

売

…
リ

ス
ト

と
歴
史
派
経
済
學

{
鰍
の
都
市
及
地
方
那
搬
婚
姻
の
統
計
的
観
察

・
渋
墨
博
士

油
墨
博
士

法
學
博
士

・

法
學
博
士

法

學

士

雑

盤
跡

無
責
任

な
る
礫
謬

の

一
例

原

田
學

士
繹

ボ
ー
リ
ュ
一
纏
濟
學
原

論

償
格
指
数

に
就

て

・

附
録
…

本
誌
第
十
五
巻
総
目
録

作 財 田 河 柳

田 部 島 田 戸

荘 静 錦 嗣 正
一 治 治 郎 雄

法
學
穂
士

戸

田

海

市

油

墨

士

山

口

正

太

郎

経
済
墨
士

岡

崎

丈

規

法
華
術
士

経
済
學
士

法

學

土

河

上

肇

小

川

隔

太

郎

汐

見

三

郎

ゴし



}. 一 一■一
.一 　.¶　.一

債
格
指
幽
触
に
就

て汐
.
見

三

郎

一

物

償
騰
貴

ば
.
我

が
瞬
民
経
済

を
通
貫
せ

る
顕
著
な

る
現
象

で
あ

る
。
筍

も
我
が
國
[民
経

済
を
云

々
す

る
以

上
は
、
こ
う

し
て
も
此
問
題

を
看
過
す

る
事

が
出
來

な

い
。
從

っ
て
、
あ
ら

ゆ

る
方
面

よ
り

め
ら

ゆ
る
方

法
を

.
用
ひ

て
物
情
騰
貴

の
現
象
を
明

に
す

る
事

は
、
軈

て
は

.

國
民
脛
濟

の
濫
八相

に
嬲

る

＼
所
以

で
あ
る
。

物

慣
の
攣
邉

を
研
究

す

る
に
當
b

周
長
も

重
要

π
び
る

材
料

は
物
横
指

激
で

あ
る
。
今

、
明

治
二
+

年

一
月
を

基
準

だ
す

る
日
銀
醤
指
敷

ε
明
治
三
+

三
年
+

月
を

一

〇
〇

・乙
す

る
日
銀
新
柑
佃
激

ご
に
よ
る
ε
、
最

近
一二
十

⊥
ハ

第
十
五
巻

(第
六
號

=
二
九
)

九
三
三

.

LL

、.馳一一rL　L一



,

雑

録

似
格
指
数
に
就
て

年
間
ご
云
ふ
も
の
は
一

多
少
の
例
外
を
除
き
1

我

が
物
償

ば
常

に
騰
貴

の
趨

勢

を
辿

り

つ
.、
あ

る
ε
云

ふ

票
が
出

來

る
。

こ
れ
第

一
岡
表

の
示
す

所

で
あ

る
。

第

一

表

"

銀
.

コ明
治

二
+
年

回 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 国 同 同 同 同 同 同 局 同 局

奮ト一
月

二
+

一
年
平
均

二
十
二
年
平
均

二
十
三
年
準
均

二
+
四
年
平
均

二
+
五
年
不
均

二
十
六
粗+
巫-
均

二
+
七
館
平
均

二
+
八
焔
畢
均

二
+
九
年
下
均

三

†

準
準
均

三
+

㎝
牟
平
均

三
十
二
年
平
均

三
十
三
年
挙
均

三
+
四
年
平
均

三
十
五
年
半
均

三
十
六
年
平
均

=
一十
セ
銭
元†
泳
嶋

=
〒
†
門八
無
双丁
謁
.

三
十
九
年
平
均

四

†

年
平
均

四

+

】
年
半
均

四
+
二
年

平
均

指

数

壽 ≡蚕璽 擁 蘇 莞老≡毫創

日

銀

新

指

び

　

　

し

明
治
三
十
三
年
十
月

日岡

…二
†
四
年
平
均

同

三
十
五
年
雫
均

同

三
十
六
年
平
均

同

藁
†
療
鮪
羅
誌

同

貰
雫
八
畿
兀†
題

.
同

三
十
九
年
平
均

同

国

+

年

魚
均

同

四
†

一
年
平
均

同

四
+
二
年
、㌍
均

同

四
十
三
年
半
均

同

四
†
四
年
平
均

大
正

元

年

卒

均

同

二

年

午

均

同

三

焦
・
皿†
積
物

同

四

年

平

湾

同

五

年

平

均

同

穴

年

年

鴬

同

、
セ

年

竿

弓協

同

八

年

半

湧

同

九

年

準
・
.窓

同

+

年

不

均

.

.同

十

一
年

十

月

ワ
δ
D
占
〕

窒

・
を

力六
先
〕

百

丁
晃

一
〇
八
・
三
隅
一

=
穴
・
三
六

=
九
・
藍

=
死
三
兄

=
西
・
蓑

=

〈
・
七
六

=

O
・
恩
〇

一…西
・
曽
…

;
三
・
0
ゼ

[

　　三
マ
〕西

一
≡
ハ∴
自

…

=

七
λ

四

一

一五
]
・
茜

一九
六
・三七

二
五
学
七七
.

=
=

・九八
一

　璽

・
一九

一[六
五
・
釦
閻

第
十
五
巷

(築
山ハ
號

一
四
Q
)

九
一二
四

而
し
て
物
償
鷹
貴

の
大
趨
勢
の
此
間

に
あ
り
て
、
比

較
的
に
急
激

の
攣
化
を
示
し
て
み
る
時
期
を
大
騰
三

っ

敷

へ
る
事
が
出
凍
る
。
明
治
二
十
七
八
年
前
後
ご
同
三

十
七
八
年
前
後
、
そ
し
て
大
正
三
年
よ
り
最
近
に
至
る

時
期
で
あ
.る
。
何
れ
も
戦
争
を
中
、恥
ε
し
て
み
る
が
、

特
に
世
界
人
戦
争
を
中
心
ぜ
す
る
最
近
の
物
償
騰
貴
は

最
も
注
目
す

"、
き
も
の
で
あ
る
。

チ

世
界
戦
争
を
中
、心
ε
す
る
物
償
の
受
動
は
大
正
四
五

年
、頃
よ
り
始
ま
る
。
而
し
て
大
正
九
年
三
月

に
ぽ
共
絶

頂

に
達
し
、
當
聴
の
日
銀
物
償
指
数
総
卒
均
は
實

」
四

二
五

に
し
て
か
の
戦
前
大
正
三
年
の

=

』
ハ
の
約
三
倍

半
に
當
る
の
で
め
る
。
其
後
叉
下
落

の
歩
を
辿
り
、
最
近

大
正
十

一
年
十
月
に
於
て
は
二
五
二
の
敷
字
を
示
し
、

皿
大
正

二
年
の
二
倍
兇
當
に
し
て
大
正
九
年
三
月
の
⊥
八
割

で
あ
る
。
物
横
の
攣
動
は
、
其
結
果
ε
し
て
.
之
を
喜

ぶ
若
干
の
人
ε
之
を
悲
し
む
幾
多

の
人
ε
を
出
だ
す

の

で
あ
る
。
殊

に
最
近
敷
年
間
の
暴
騰
暴
落
相

つ
い
で
起

る
が
如
き
際

に
め
り
て
は
、
人
の
心
を
不
安
な
ら

し
む

る
亭
幾
何
た
る
か
を
知
ら
な
い
。
然
し
経
済
現
象
を
研

一垂

・9
二

究
す

る
私
等

に
ε

つ
て
は
、
此

不
安

の
時
期

こ
そ
又

ご

、



得
難
き
研
究

の
好
機
會

で
あ
る
。
物
債
攣
動

の
生
き
だ

質
駒
が
目
前

で
行
は
れ
て
る
る
か
ら
で
あ
る
,
物
償
の

研
究
特

に
償
幣
指
数
の
研
究
を
、
專
ら

大
正
三
年
以
後

の
動
議
多
き
此
時
期

に
限

っ
た

の
は
、
全
く
此
理
由
に

基
く
。

二

物
償
の
攣
動
を
研
究
す
る
に
當
り
大
膿

二
つ
の
立
場

む

む

が
分
れ
る
。

一
は
百
般
の
貨
物

の
物
慣
を
包
括
的
に
調

　

　

べ
る
見
方
で
あ

っ
て
、
他
は
箇

々
の
貨
物
の
償
幣
を
明

に
せ
ん
ε
す

る
の
で
あ
る
。
前
者
は
凡
て
の
貨
物
を

一

ま
ε
め
に
し
、
是
蓬
貨
幣

ε
が
如
何
な

る
交
換
比
に
あ

る
か
を
調

べ
ん
ε
す

る
綜
合
的
研
究
で
あ
る
。
貨
幣
の

購
買
力

の
測
定
ご
呼
ば
る
》
方
法
で
あ
る
。
後
者
は
、

各
種
の
貨
物
が
其
相
互
の
間
に
於
て
如
何
な

る
交
換
比

を
有
す

る
か
を
明
に
す

る
箇
別
的
方
法
で
あ
る
。
貨
幣
.

の
購
買
力
を
測
定
す

る
に
は
物
横
指
敷
の
総
雫
均
を
用

ふ
べ
く
、
叉
貨
物
相
互
の
交
換
比
は
物
慣
指
撒
.総
.牛
均

の
構
成
分
子

花
る
各
品
目
の
指
数

に
よ
♪
之
を
知
る
事

が
出
來

る
、
.私
の
所
謂
償
椿
折
敷
の
研
究
は
、
箇

々
の

貨
物
相
互
間

の
交
換
比
を
明
に
す

る
に
存
し
、
從

っ
て

雄
　

録

偵
絡
指
籔
に
就
て

各
貨
物

の
指

数
が
必
要

ご
な
る

の
で
あ

る
。

各
口叩
目

の
指
敷

を
調

ぶ
る
に
當

り
、
其
凡

て
を

一
々

羅
列
す

る
の
も

一
方
法

で
あ

る
が
、

か
く

て
は
木

を
見

て
森

を
見
ざ

る
の
弊
を
伴

ふ
を
免

れ
な

い
。
從

っ
て
日

銀
指
数

を
研
究

ず

る
に
當
b

て
も
、
之

に
適

當

の
分
類

綜
合

を
施

さ
ね
ば
な
ら

鳳
。
藪

に
は
、
曾

て
南
嘉

一
氏

の
考
案

せ
ら

れ
し
分
類
を
採
用

し
て
置
く
。
南

武
は
日

銀
卸

貿
新
摺

撒

の
五
十
⊥ハ
品
目

を
、

次

の
如

く
分
類
し

て
ゐ
ら

れ
る

の
で
あ
る
。

穀

物
寂

叡

奏
、
馨

、
暴

、
大
豆
-
小
」

籍

品
嗜
好
品
鰯

髄

謬

い
獺
長講

即
難
汕
、
酒
、

　
壽

編
腰

縄
縄

騨
理

会

驕

類

{
洋
銀
、
洋
釘
、
銅

燃

料

(
石
炭
-
油
、
石
油
、
炭

、
薪

建

築

材

料

{
木
材
、
石
材
、
煉
瓦
、
瓦
、
セ
メ
ン
ト

特

妹

工
業

品

{
藍

、
硝
チ
敬
、
日
本
紙

、
洋
紙
、
皮
革

肥

料

(
膿
料
糠

、
魚
肥
、
油

〆
糟

」

雑

品

{
聾

表

、
生

漆

、
木
蝋

、
燐
寸

圃

}
維
李
均

南
武
の
此
分
類
を
標
準

ε
し
て
、
日
銀
物
償
指
数
を

第
+
五
巻

〔第
六
號

一
四

こ

九
三
五

南姦一 氏=通 貨の膨 脹 ミ物 債 この關係 に就て(國 民経済雑誌第 二十 七巻403頁 以下)b

■



雑

録

債
格
指
…数

に
就
て

第
十
五
巻

〔第
六
號

一
四

二
)

九
三
六

穀
物
、
食
料
品
、
繊
維
工
業
品
、
金
厩
類
、
燃
料
、
建

策
二
表
は
、
此
標
準

に
基
き
大
正
三
年
乃
至
最
近
の
敷

築
材
料
、
特
殊
工
業
吊
、
肥
料
、
雑
品
に
大
別
し
た
。

」

第

二

衰

年 五 正 大 年 四 正 大 年 三 正 大

需(濡 手丁ズ霜 ≧手τ「ズ癒

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

_一_晶 一__一 一 一 一 一 一 一 一 「1.■

葺 奎 圭 果 盟 岩 究 昔 昔 崔 窒 圖 果 匿 美 究 豊 豊1}ll

二〔繊

一 __________業
転 国 忌 言 三 吉 天 男 星 畠 呉8碧 鼠 晃 三 西 蓋 膿

字
を

ニ
ケ
月
置

き

に
算

定

し
た
も

の
で
あ

る
。

全
盤
類

燃

料

壽 ≡ 究 莫 三 註 美 容 茜 …滝 窒 空 窩 空 金 倉 会

三
九

ご
石

玉
五

三
七

三
九

三
六

三
四

一
二四

.

一
三三

〇

.

三
二

三
(

亟西
(

一
三力

一署西
八

一ゴ

建

築

材

料δ
剛
.

6
4

一
〇
二

.

お

ロ

一
8突

兀
(

炎炎実着δ
O

固O
　

一思=
ロ

三
二

=
湘

三
六

特

嫁

工
業
品互

〇
一元三

九
西
五

蓋
八

一吉夷
四

葬

「

晃
O

亮
O

ズ
九

「「=
嵩
O四

重二査

「

竜
五

藍

【

二
長

肥

料

雑

品

総
李
均

二 〇 〇.力00沸 く 八 ソロ00ヵ 一 一_一_
斗 六 二 九 五 一 九 六 九 くo四 一ビ 三 二A八 九

A宍 五 五 八 六 嵩 二 目 島 亀 二 二 二 二 二 二 晶
く 二 七 湘 ロ0蕊 七 〇 凹 六 二 〇 六 〇 二 当 六

葺 矩 甑 吾 翌 天 美 蒲 西δ 蕉 突 兀 九
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年 丸 正 大 年 入 正 大 ・年 七 正 大 年 女 正 大
～ 一.～ 一 、～ 一 一 一
十 十 入 六 四 二 十 十 入 六 四 二 十 十 八 六 四 二 十 十 八 六 四 二

月 月 〕弓 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 万 灯 月 月 月 月 月 刀 月 月

二 二 三 話 四 四 四 四 黒 三 ユ 三 ユ 里 旦 出 島 二 七.昌 三 二 一 一
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〇 三 二 且 五 七 六 四 一 ゼ 三 四 七 妬 四 二 二 一 〇 〇 〇.ゼ 六 六
一 ハ 五 五 〇 九 七 九 五 〇 四 四 四 〇 昌 九 七 ゼ ソ]七 〇 〈 七 七

蕪

緑

便
格
指
鍛
に
就
て

=・ 二 二 ニ・ 三 四 四 三 黒 二 号 二 二 二 二 二 二 二 二 一 二 一 一 一
二 話 三 五 七 ニ 一 六r.九 五 四 五 六 五 三 二 一 〇 八 二 く 五 四
四 閏 四 一 〇 八Oフ 』 昌 耳.Aヵ 四 二 二 一 五 二 二 二 穴 一 斗 八

騙

__r一 一}　 一 一 一 一 一 一 言 言 　 冒 一 一 胃 冒 一 盟「.一
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雑

録

便
格
指
数
に
就
て

広
∴

到
～一

二
脇

嶺　靱
月 月 月 月 月

.三
六

　三
六

　三
四

昌
四
二

　
O
八

二
査

一「五
六

一要茜

O

量

[

三
四

]喜一天
0

「天

二

】一室
　三
省

冒δ
互

先
四

一巧
く

欠
く

二
詮

　「呈

三

九

三

〇

二
三一三

八
】更云

三
一三
六

三
八

「=
天

三
従

二
二

一棄一室茎】誓一杏一証
一
四
九

一窒三
七

三

二
三
〇

第
二
褒
を
審

に
調

べ
る
ε
、
物
償
攣
動

に
關
す

る
概

括
的
の
議
論
な

る
も
の
に
は
少
し
(
修
正
を
加
ふ
る
必

要
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
物
償
騰
貴
ご
云

へ
ば
、
物

贋
揖
数
の
総
雫
均
`
共

に
各
種
の
貨
物
の
贋
格

が
殆
ん

ご
同

一
比
例
で
上
下
す

る
が
如
く
議
論
す
る
人
が
可
成

、

あ
る
が
、
事
實
は
そ
う
ば
な

っ
て
み
な

い
。
縛
李
均
の

攣
動
ε
同
時

に
起

る
各
品
目
の
僧
俗
の
上
下
な
る
も
の

は
千
差
萬
別
で
あ
る
。

一
昌

第

+
五
巻

(第
六
號

一
四
四
、

沁
三
入

王
力

嵩
一一「

三
ヨ

話
呈

轟

(
三
五

胃三
六

三
三

二(
〈

二八
八

尭
0

「=
六

元
心

夫
二

一一某一天
三

晃
五

　夏
鳥
〇
六

二朶「葵言
O

三
萱

茜
三

三
一「三

管三
六

量
匹

…　
醒

官勇
耳
0
幽

.

一「会
一一某

二
第

百
〇

一文

㌔

一会一念二
三

三

五
二
=

一≡　三
〇

「三
　

一己
二

二茜】更天
六

耳翌夫

〇

二
嘔

冒翼孟
晶

孟
督

茜
　

三
富

昌混二五二五
四

≡
茜

元
〇

二
葛

毛
O

一塁≡
2

二
五
(

一蔓

物
償
指
敷
.の
総
平

均

ε
各
品
目

の
蹟
格

ご

の

問

に

は
、
騰
落

の
遅
速

、
憂
化

の
大
小
等

に
差
異

の
あ

る
事

は
、
第

、
↓表

に
よ

っ
て
明
で
あ
ら

う
。
更

に
品

目

の
債

格

は
物

償
指
撒

の
穂
孕
均
を
中

一6

ε
し
て
上
下

に
如

何

な

る
割
合

ぞ
以

て
分
配

せ
ら

れ
て

み
る
か
を
調

べ
ね
ば

な
ら

臆
。
此
目
的
を
達
す

る
偶

め
に
、
物
慣
指
撒
紹
李

均
を

一
〇

〇

ご
し
、
各
貨

物

の
償
格

が
そ
れ
に
封
し
如

何

な
る
割
A
口を
占

む

る
や
を
算
定

し
た
の
で
あ

る
。
第

三
表
が

こ
れ
で
あ

る
。

,
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牟一十正大 年 十 正 大
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十 八 六 四 二 十 十 八 六 四 二

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

△ △ △ △ △ △++△+÷

八 九 知 力 カ カ 〇 九 八 伽 くヨエ0=四 五 六 六 二Ao八

十 十 十 △ △.△ 十 十 △ 十 △

L一一 ・一 一 「⊃ ∩ 一 一 一 一・畠 一 ロ
ー一 四 ⊂)一 ヒ「 ブu⊂)出 島 一 二 魂ゴ

△X+xX△ × △+△+

八 く 八 八 八 八 八A八 八 八
四 ゼ 心 際1四 四 六 六 七 四 五

十 △ △X△ 十 △ △ △ 十 △

近 五 五 五 五 五 五 五 夫 夫 六二 一 二 五 五 穴 五 七 〇 五 一

最
高
ご
最
低
ε
の
数
字
を
ゴ
ヂ
ソ
ク
に
て
示
し
、
ニ

ケ
.月
以
前

ε
の
増
減
比
較
を
試
み
て
置

い
た
、
非
常
な

る
攣
化
あ
り
し
事
は
、
債
幣
指
数
に
よ
り
て

】
暦
明
瞭

に
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
縮
平
均
に
愛
動
の
あ
る
際
に

は
各
貨
物
相
互
間
の
交
換
比
は

一
上

】
下
し
非
常

に
齪

れ
て
る
る
。
叉
最
高
の
敷
字
を
示
せ
し
貨
物
の
僧
俗
が

日
な
ら
ず
し
て
最
低
の
数
字
を
示
せ
る
が
如

き
、
決
し

て
珍
し
く
な

い
。

か
の
金
屠
類

の
如
き
、
嘗

て
は
最
低

の
数
字
を
示
せ
し
も
の
が
大
正
⊥
ハ
年
以
來

一
躍
し
て
最

高
位
を
保
持
し
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
大
正
八
年
以
後

薙

録

償
格
指
数
に
就
て

十 ・・[一△ △X十 十 △ △X十

五 こ 口 〇 一 一 〇 ∫、 湘 四 四

1. X△一 ト 十..ト ム ム ム ム1・

一・ 一 一 一 一 〇 ブUロ 一 一 ニ
ソ]E五 月ゴ 「兄 七 八 五 一A旦

十 △ △ 十 十 一ト ム ム ム ム ム

ー屯 ∩O一 一・ 一r一 一 二 二 三 四
一 八 九 七 五 四 昌 四 七 唱 ■ 四

△ 十 十 △ × ÷ 十 × 十 十 △

八 〈 八 八 帰 一ビ 七rご一 ご フ≒,紫
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△ △++ム++X+xx

昌 こ三 三=二 三 昌 昌=二 一 九 九
六 三`五 二 六 一 ⊆)三 九 九」

は
叉
も
や
暴
漢
し
て
最
低
の
位
置
を
占
め
て
み
る
。
.

れ
其
攣
化
の
適
例
で
あ
る
。

四

88888888888こ

最
近
の
敷
字
大
正
十

一
年
十
月
の
物
償

指

数

を

ε

る
。
総
孕
均
は
二
五
二
で
あ
る
。
然

右
に
紹
平
均
二
五

二
な

る
指
数
は
大
正
七
年
七
月

に
も
之
を
求
め
る
事
が

出
來

る
の
で
み
る
。
議
論
を
軍

に
貨
幣
の
購
買
力
な
る

概
括
論
に
止
む
る
な
ら
ば
、
大
正
七
年
七
月
ざ
大
正
+

　
年
十
月

ε
・は
同
じ
物
債
事
情

で
あ
ろ
諜
で
あ
る
。
蓋

し
穂
孕
均
が
同

一
な
る
が
故
で
あ
る
。
黙
れ
こ
も
更

に

第

十
五
巻

(第
六
號

一
四

七
)

九
四

一

,



雑

録

債
格
指
数
に
就
て

問
題
を
進

め
て
総
李
均
を
形
成
す
る
各
品
目
の
債
格
即

ち
償
格
指
数

に
及
ぼ
す
ε
、
此
面
期

の
物
債
事
情

に
は

穀

物

食
料
品

勲
業
離

金
獲

大

正

七
年
七
月

毛
A
.

曇
三

二里

莫
九

大
正
十

一年
十
月

一=
四

琶
E

二
=

三
〕

物

億
絡

牛
均
を
標
準

こ
し
水
準

以
下
の
指

数
を

、冨
チ

ッ
ク
C
て
示
す

ε
、

か
く

の
如

き
大
受

化
が

あ
る
。
此

四
年

を
隔
…つ
る
二
期
間

に
於

て
は
、
輩

に
細
四
半
」均
を
共

通

に
す

る
ε
云

ふ
に
止

ま

b
、
何

れ

の
貨

物

ε
錐
も
、

壷

格
指
戴

天
.正
七

睾
月
が

序

鞍
肛
繭
格
指
輯

穀第

六 金%三 δ%物

1第 第 食

_、 料
二 三%七 輩%品

鏘 鏘 ユ繊

七 命%六 典%品 維

第

十
五

巻

〔第

幽ハ
號

「
而閣
八
)

丸

面閂
↓
「

大
攣
動

あ

る
を
思

は
し
む

る
の
で
あ

る
。
次

の
敷

字
は

此

事
を
明

に
示
し

て
み
る
Q

燃

料

腱

糠

珊
業
厭

肥

料

雑

品

纏
霧

雪
O

[八
四

壬
ハ一

一杢
一

【　】七

昌吾

「光
O

可否
〇

二七
九

[δ
二

昌
一層

一言
二

同

一
儂
格

を
維
持

し
て
み

る
も
の
が
な

い
。
更

に
問
題

を

明
確

な
ら

し
む

る
駕

め
に
、
総
李

均
を

一.○
○
ε
し

て
相

野
敷
を
算
出

し
た
。

最 最 金
雑

紙 喜%高 撃…%類

大
正
七
年
に
於
て
最
高
の
地
位
を
占
め
し
金
騒
が
大

正
十

一
.年
に
は
最
低
に
下
り
、
大
正
十

一
年

の
最
高
の

雑
品
は
大
.正
七
年

に
あ
b
て
は
第
五
位
を
古
む
る
に
過

ぎ
ざ
り
し
如

き
、
人
な
る
攣
化

の
跡
を
見
る
事
が
出
來

る
。
大
正
七
年
に
は
水
準
を
超
ゆ
る
事

一
割
な
り
し
穀

.
物
が
大
正
十

↓
年

に
は
物
償
雫
準
を
下
る
事

一
割
五
分

燃第

四 玉%四 暑%料

第 最.材 建

三 ヨ:%低 望%斜 築

特

殊

工
業
品%

西
三

第

二%
一
=

第

五

第

八

筑 肥

合%八 実%料

最 第 難

高 天%五 茜%品

維
平
均%

δ
O8%

な
る
が
如
き
も
注
目
す

べ
き
事
實
で
め
る
。

更
に
各
品
目
の
慣
格
が
如
何
な
る
傾
向

」
あ
り
ゃ
も

大
に
考
慮
す

る
必
要
が
め
る
。
大
正
七
年
七
月
は
承
氣

の
上
向
の
塒
で
あ
り
、
大
正
十

】
年
十
月
は
下
向
の
時

で
あ
る
。
從

っ
て
貨
物
の
中
騰
貴
の
傾
向

に
あ
る
も
の

ざ
下
落
の
趨
勢
を
辿

る
も
の
こ
の
問

に
種

々
の
差
別
が



存

し
て
み
る
の
で
あ
る
。

要
す

る
に
、
次

の
事
實

を
結

論
す

る
事

が
出
家

る
。

一

物

償
指
数

の
総
平

均
同

「
な

る
も
、
箇

々
の
貨
物

の
償
格

の
相
互
關
係

は
漿
b
得

る
も

の
で
あ

る
。

二

反
勤

に
、
総
平

均

が
異

る
も
、各

貨
物

の
債

格

の
相

互
關
係

が
同

一
な
る
事
も
あ
b
得

る
の
で
あ

る
。

三

更

に
、
同

↓
の
穂
雫

均
、

同

一
の
燈
格
組
成

分
子

で
あ

っ
て
も
、
景
氣

の
上
向

蓬
下
向

《」
に
よ
り
各
貨

物

の
贋
格

に
憂
動

の
可
能
性

の
強
弱
が

め
る
。

以
上

の
事
實
を
調

ぶ

る
に
當

り
、
私
は
総
平
均

を

一

〇
〇

、こ
し
、
他

の
各
品

目
の
儂
格

が
総
牛

均

に
青

む
る

割
合

を
別

に
算
定

し
、

以

て
物

償
垂
下準

の
よ
下

に
各
儂

格
が
如
何

に
配
列

せ
ら

れ
て
る
る
か
を
調
査
し
た

の
で

あ

る
。
物

慎
指

数

が
其
総
平
均

を
重
き
を
撞

き
利
用

せ

ら

る

、
に
謝

し
、
各

品
目

の
贋
格

が
総
雫

均

に
占

む
る

割
合

の
指

数
は
箇

別
的

な
る
特

色
を
有
し

て
み
る
。

こ

㎝

れ
一物
債
指
数
な

る
吉
稟

の
外

に
儂
格
指
数

な

る
名
を
附
…
.

む

む

ラユ

し
た

る
所

以
で
あ

る
.
物
贋
な

る
語

は
、
山
崎
博

士

の
}

云

は
る

＼
如

く
、
複

撒
な

る
事

に
意
味

を
有
し
、

か
の

　

　

輩
撒
を
示
す
償
幣
ε
相
対
立
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
貨

雑

録

偵
絡
指
数
に
就
て

物

の
世
界
を

一
括
し
て
貨
幣
の
世
界
に
封
立
せ
し
め
ん

ε
す

る
所

に
物
償
指
撒

の
総
季
均
の
意
味
が
存
し
て
み

り

む

む

る
。

こ
れ
総
李
均
に
重
き
を
置
く
指
敷
に
所
謂
物
償
指

　敷
の
名
の
ふ
さ
わ
し
き
所
以
で
あ
る
。
之
に
反
し
貨
物

の
世
界
の
各
部
分
を
貨
幣
の
世
界
に
樹
立
せ
し
め
以
て

む

貨
物

の
世
界
内
部
の
相
互
關
係
を
明

に
す

る
指
数
に
慣

　

　

つ

銘
指
数
の
名
を
附
す
る
の
も
、
決
し
て
不
穏
當
の
事
で

は
あ

る
ま

い
。置

物
債
政
策
を
分
ち
て
、
生
産
者
保
護
政
策
ε
消
費
者

保
護
敬
策

ご
す

る
入
が
あ
る
。
前
者
は
物
偵
騰
貴
を
敢

て
僻
せ
ぎ
る
政
策
に
し
て
、
後
者

は
物
償
引
下
を
中
心

ε
す
る
政
策
で
あ
る
。
.そ
の
意
味
す

る
所
は
次
の
如
く
、

で
め
る
。
生
産
者
は
其
牧
人
を
貨
物
に
求
む
る
を
以
て

物
償
騰
貴

の
際

に
は
牧
入
も
増
し
從

っ
て
生
活
安
易
で

あ
る
。
之
に
反

し
、
清
費
者
階
級
に
あ
り
て
は
貨
幣
が

其
唯

　
の
牧
人
源
な
る
が
故
に
、
物
償
騰
貴
即
ち
貨
幣

の
購
買
力
の
下
落
は
生
活
の
安
定
を
脅
か
し
、
物
償
下

落
即
ち
貨
幣

の
購
買
力
の
騰
貴
は
生
活
を
安
定
せ
し
む

る
ご
云
ふ
の
.で
あ
る
。
而
し
て
論
者
は
両
階
級
の
利
害

第
十
五
巻

(第
六
號

一四
九
)

九
四
三

山崎博士=貨 幣銀行 問題一斑587頁 以下勾

、



P

雑

録

債
格
指
数
に
就
て

第
†
五
巻

(第
六
號

[
五
〇
)

九
四
四

衝
突
を
議
論
の
中
心
芝
す

る
が
故
に
、
常
に
物
慣
指
数

要
な

る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
恰
も
国
民
所
得
を
論
ず

る

総
卒
均
の
み
が
問
題
の
焦
熱
ε
な
る
の
で
あ
る
。

に
際
し
総
額
の
増
減

の
問
題
に
止
ま
ら
す
更

に
進

ん
で

醗

っ
て
考
ふ
る
に
、
現
脛
濟
吐
會
に
於
て
は
果
し
て
.
分
配
の
問
題
に
も
入
ら
ね
ば
な
ら
湛
ε
同
様

で
あ
る
。

純
然
た
る
生
塵
者

芝
純
然
た
る
消
費
者
ご
が
、
城
壁
を

上
述
の
統
計
材
料
に
よ
る
に
、
物
慣
総
牛
角
が
同

一

高
く
し
て
厳
然
相
謝
し
て
み
る
の
で
め
ら
う
か
。
或
は

の
場
合
に
も
慣
格
指
数
の
内
容
が
非
常

に
歴
々
た
る
事

論
者
の
所
謂
「
消
費
者
」
だ
所
謂
「
生
産
者
」
ご
の
間

に
幾

實
が
あ
る
。
同

一
物
償
指
数
総
孕
均

の
下
に
於
て
も
、

多
の
中
間
階
級
存

し
、
彼
等
の
手

に
よ

っ
て
始
め
て
肚

景
氣
が
固
定
せ
り
ゃ
、
上
向

に
あ
b
や
、
下
向
に
あ
り
'

會

の
経
済
活
動
が
な
さ
れ
て
る
る
ε
考

へ
る
の
が
寧
ろ

、
や
、
更

に
當
塒
の
物
債
箋
動
の
度
が
大
な
b
や
、
小
な

正
當
で
霊
…か
ら
う
か
。
假
に
消
費
者

ご
生
産
者
蓬
が
明

り
ゃ

に
よ
り
、
絡
年
均
を
組
成
一す
る
硬
瞥
格
指
…敬
は
非
常

瞭

に
相
分
ち
得
る
ご
す
る
も
、
少
く
こ
も
生
産
者
内
部

に
異

っ
て
来
る
。
物
傾

一
割
下
落
せ
り
ご
云
ふ
事
は
、

の
物
償
問
題
は
指
数
の
総
卒
均
の
み
で
解
決
出
京
な
い

決
し
て
各
品
目
の
物
債
凡
て

一
割
下
落
せ
り
ε
云
ふ
に

事
は
明
な
る
事
皆
ハで
め
る
、
穀
物
生
産

に
従
事
守
る
入
、

あ
ら
す
、
絶
剴封
敷

に
於
て
は
雌鵬
貴
せ
る
も
の
あ
り
。
保

繊
維
工
業
に
従
事
す

る
人
、
其
他
各
種
の
生
産
業
に
從

合
の
も
の
め
り
。
又
下
落
せ
る
も
の

、
中

に
て
も

一
割

事
す

る
人
は
、
物
償
指
撒
総
季
均
の
問
題
以
外
に
、
其

以
上
の
も

の

一
割
以
下
の
も
の
も
存

し
、
結
局
算
術
平

生
産
物
が
如
何
な

る
債
格
指
藪
を
有
す
る
か
に
よ
り
重
.
均
的
.に
見
て

一
割
減
な
る
数
字
が
総
李
均
に
現
は
れ
た

人
な

る
影
響
を
受
く
る
の
で
あ
る
。
呪
ん
や
、
現
脛
濟

る
に
過
ぎ
な

い
。

乱
會

に
存
在
す

る
各
員
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
生

物
傾
調
節
の
問
題
を
論
ず

る
に
當
り
て
も
、
軍
に
物

産
者
把
る
資
格
を
具

へ
、
且

つ
生
産
者
利
益
ε
可
な
り

償
指
敷
の
総
卒
均
に
着
目
す

る
に
止
ま
ら
す
、
絡
季
均

密
接
な
る
關
係
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
問
題
は
自

の
構
成
分
子
た
る
各
貨
物

の
贋
格

の
相
互
關
係

の
内
容

ら
異
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
物
償
の
攣
動
を
論

に
立
ち
入
る
必
要
が
あ
る
。
此
目
的
の
爲
め
に
は
、
私

す
る
に
當

っ
て
も
、
総
牛
均
よ
り

一
歩
を
…進
め
償
格
指

の
所
謂
償
絡
撫
撒
な
る
も
の
も
相
當
の
意
義
劫
有
し
て

敷

に
及
ぶ
事
が
、
生
産
物
消
費
者
の
全
般
に
ε
つ
て
重

み
る
も
の
ご
云
ふ
事
が
出
家
る
。

響


